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11
月
３
日（
日
）、
第
47
回
み
の
池
田
ふ
る
さ
と

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
体
験
・
グ
ル
メ
・
エ
ン
タ
メ

ゾ
ー
ン
や
ふ
れ
あ
い
市
場
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

の
各
エ
リ
ア
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
に
は
、
お
笑
い
芸
人
の
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ

と
Ｙ
ｅ
ｓ
！
ア
キ
ト
、
さ
ら
に
名
古
屋
を
拠
点
に

活
躍
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｍ
Ｅ
Ｎ（
ボ
イ
メ

ン
）
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、
会
場
は
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

▲軽スポーツ体験（
モルック）

第第
4747
回
み
の
池
田
ふ
る
さ
と
祭
を

回
み
の
池
田
ふ
る
さ
と
祭
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

▲茶手揉み実演

▲おいしいものがあるよ！
▲おこわの販売

▲世界で１つの木工作品を作ろう▲ショベルカー体験

▲ちゃちゃまるも出店

みの池田
ふるさと祭

第47回

ふれあい市場

グルメゾーン

体験ゾーン

浸水VR体験

▲

▲

ス
イ
ー
ツ
い
っ
ぱ
い
！
ス
イ
ー
ツ
ス
ト
リ
ー
ト
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▲サンクスお菓子

▲養老鉄道利用者に
　特産品などをプレゼント

▲新米おにぎり

▲古本リサイクル会

▲何が当たるかな？
　シールラリー抽選会

▲ボイメンライブ

▲保育園５歳児キッズ
ダンス

▲ライブペイント

▲ガールスカウト

▲

▲
お笑いステージ

▲池田中学校吹奏楽部
による演奏

▲少年少女合唱団

▲文化祭ＰＲにミナモが来てくれました。

▲市山からくり

ステージイベント

会場に
は

ちゃち
ゃまるが登場

エンタメゾーン

▲

金
魚
す
く
い
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100 歳おめでとうございます
現
在
、
西
美
濃
さ
く
ら
苑
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
義
信
さ
ん
を
訪
ね
る
と
、「
お
忙

し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
ご
家
族
様
と
一
緒
に
迎
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

実
は
、
同
じ
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

義
信
さ
ん
の
奥
さ
ん
も
昨
年
95
歳
の
長
寿

者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
義

信
さ
ん
の
お
祝
い
に
花
束
を
ご
用
意
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
長
が
「
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
お
祝
い
状
を
読
み
上
げ
、

お
祝
い
金
な
ど
を
手
渡
す
と
、
義
信
さ
ん

は
「
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
そ
の
場
に
い
た

全
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

最
後
に
町
長
か
ら
「
義
信
さ
ん
、

１
０
０
歳
以
上
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
言
わ
れ
る
と
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。」
と
笑
顔
で
答
え
、
町

長
と
力
強
く
握
手
を
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

國
枝 

義
信 

さ
ん

（
上
田
）

大
正
13
年
10
月
15
日
生

▲松岡 信明さん

10
月
31
日（
木
）、
養
老
町
民
会
館
に
て

「
西
濃
地
区
社
会
教
育
･
青
少
年
育
成
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
、
松
岡
信
明
さ
ん
が
「
西

濃
地
区
公
民
館
連
合
会
表
彰
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

こ
の
賞
は
、
公
民
館
職
員
な
ら
び
に
関
係

者
の
功
績
を
た
た
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
松
岡
さ
ん
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら

池
田
町
八
幡
公
民
館
長
と
し
て
、
公
民
館
活

動
に
ご
尽
力
賜
り
、
こ
の
度
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
濃
地
区
公
民
館
連
合
会
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た

10
月
11
日（
金
）と
10
月
25
日（
金
）に
株
式

会
社
森
住
建
様
の
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、

町
内
3
校
の
小
学
校
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

や
草
刈
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

温
地
小
学
校
と
八
幡
小
学
校
で
は
、
授
業

の
一
環
と
し
て
児
童
も
一
緒
に
作
業
を
行

い
、
企
業
が
行
う
地
域
貢
献
の
理
解
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
地
小
学
校
で
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
、
き
れ

い
に
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
運
動
会
を
思
い

切
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲▲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
活
動
の
様
子

６
年
ぶ
り
に
福
祉
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た

10
月
12
日（
土
）、
第
30
回
池
田
町
福
祉
運

動
会
が
池
田
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

以
前
は
秋
の
恒
例
行
事
で
し
た
が
、
台
風

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
中
止
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
開
催
を

希
望
す
る
お
声
を
多
く
い
た
だ
く
中
、
高
齢

の
方
や
障
が
い
者
の
方
、
子
ど
も
た
ち
、
福

祉
関
係
者
を
合
わ
せ
て
参
加
者
約
５
５
０
人

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

競
技
は
、
玉
入
れ
や
車
い
す
を
使
っ
た
競

技
な
ど
８
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
協
会
「
矢
車
草
の

会
」
の
皆
さ
ん
に
は
、
車
い
す
レ
ク
ダ
ン
ス

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
方
と
の
交
流

を
楽
し
み
、爽
や
か
な
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。▲準備運動もしっかりと
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池
田
町
保
護
司
会
が
町
内
小
中
学
生
を
対

象
に
企
画
し
た
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
10
月
17

日（
木
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
は
社
明

運
動
実
施
委
員
会
委
員
長
の
竹
中
町
長
よ
り

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
４
人
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
優
秀
賞
〉（
敬
称
略
・
順
不
同
）

中
学
生
の
部

　

池
田
中
学
校
３
年　

久
保
田
暖
生

　

池
田
中
学
校
３
年　

塚
本　
　

和

小
学
生
の
部

　

八
幡
小
６
年　

中
川　

喜
一

　

八
幡
小
６
年　

西　

由
莉
乃

第
74
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
の
優
秀
作
文
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た

▲左から　竹中町長、久保田 暖生さん、塚本 和さん、
中川 喜一さん、西 由莉乃さん

95
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

小
寺 

き
く
を 

さ
ん

（
萩
原
）

昭
和
４
年
10
月
22
日
生

10
月
20
日（
日
）、
岐
阜
県
社
会
科
課
題
追

究
学
習
作
品
展
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
池
田

小
学
校
５
年
生
竹
中
綸
葉
さ
ん
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
竹
中
さ
ん
は
『
食
品

ロ
ス
問
題
か
ら
未
来
を
考
え
る
』
課
題
に
取

り
組
ま
れ
、「
お
店
で
店
員
さ
ん
や
お
客
さ

ん
に
聞
き
込
み
を
し
て
、
緊
張
し
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
」
と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲竹中 綸葉さん

10
月
20
日（
日
）、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

に
参
加
す
る
皆
さ
ん
が
池
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
ま
し
た
。
下
水
処
理
の
仕
組
み
を
、

モ
デ
ル
を
用
い
て
説
明
し
、
訪
れ
た
皆
さ
ん

に
は
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。池

田
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
下
水
道
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
利
用
促
進
を
目
的
に
施
設
の
見
学
を
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

施
設
見
学
は
個
人
か
ら
団
体
ま
で
ど
な
た

で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
課

☎
45･

３
１
１
１（
内
線
１
３
５
）

地
区
行
事
で
池
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
ま
し
た

▲浄化センター施設見学

11
月
９
日（
土
）に
第
41
回
池
田
っ
子
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
池
田
っ
子
ま
つ
り
」
は
、
池
田
町
の
少

年
団
体
が
主
催
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

お
祭
り
で
す
。

当
日
は
約
４
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、

16
種
目
あ
る
ブ
ー
ス
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形

式
で
回
り
ま
し
た
。

小
学
校
高
学
年
の
子
か
ら
、
小
さ
い
お
子

様
連
れ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
ま
で
、
一
緒
に

な
っ
て
普
段
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
笑
顔
で

の
び
の
び
と
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
池
田
中
学
校
と
池
田
高
校
の
生
徒

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
、
身
近
な
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
し
て

優
し
く
接
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

第
41
回
池
田
っ
子
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

▲普段できないことを存分に楽しみました

岐
阜
県
社
会
科
課
題
追
究
学

習
作
品
展
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
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11
月
９
日（
土
）、
歴
史
講
演
会
『「
壬

申
の
乱
」
の
大
海
人
皇
子
の
「
湯ゆ

の
む
ら

沐
邑
」

と
設
置
の
背
景

－

古
代
池
田
地
域
の
歴
史

的
特
質

－

』
を
開
催
し
ま
し
た
。

壬
申
の
乱
で
大
海
人
皇
子（
の
ち
の
天

武
天
皇
）の
勝
利
に
貢
献
し
た
と
い
う
湯

沐
邑
。
そ
の
中
心
が
現
在
の
池
田
町
一
帯

で
あ
る
と
論
証
し
た
、
田
島
公
東
京
大
学

名
誉
教
授
を
講
師
お
招
き
し
た
会
に
は
、

３
７
０
人
余
の
参
加
が
あ
り
、
ホ
ー
ル
が

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

講
演
と
レ
ジ
ュ
メ
を
参
照
し
な
が
ら
熱

心
に
聴
き
、
い
に
し
え
の
わ
が
町
を
誇
り

に
思
い
、
元
気
の
素
を
得
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

講
演
に
関
連
し
て
、
中
央
公
民
館
史
料

室
で
は
企
画
展
「
壬
申
の
乱
と
池
田
」
を

令
和
７
年
３
月
21
日（
金
）ま
で
開
催
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

池
田
町
歴
史
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

▲田島 公
いさお

氏による講演

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

◆
２
０
２
４
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　

９
月
30
日（
月
）～
10
月
13
日（
日
）

　

�

中
国
・
江
西
省
南
昌
市　

ナ
ン
チ
ャ

ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

○
優
勝　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

○
３
位　

混
合
団
体

　

平
本 

梨
々
菜

　
（
青
森
山
田
高
等
学
校
３
年
）

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
す
べ
て
の

試
合
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
利
し
、
悲

願
の
優
勝
を
達
成
し
ま
し
た
。
史
上

３
ペ
ア
目
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
ダ

ブ
ル
ス
女
王
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
結
果
報
告 

～
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
個
人
が
活
躍
！
～

▲平本選手（左）

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

◆
第
47
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会

　

９
月
14
日（
土
）～
９
月
16
日（
月
・
祝
）

　

東
京
都　

大
井
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
場

○
優
勝

　

各
務
原
レ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

池
井 

大
悟（
八
幡
小
４
年
）

【
空
手
】

◆
令
和
６
年
度

　

岐
阜
県
少
年
少
女
空
手
道
選
抜
大
会

　

９
月
29
日（
日
）

　

関
市　

ア
テ
ナ
工
業
ア
リ
ー
ナ

○
準
優
勝

　

橋
本 

晴
斗

　
（
八
幡
小
２
年
／
拳
和
会
拳
真
館
道
場
）

【
テ
ニ
ス
】

◆
第
78
回
東
海
毎
日
ジ
ュ
ニ
ア

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

岐
阜
県
予
選
会

　

10
月
19
日（
土
）～
11
月
17
日（
日
）

　

長
良
川
テ
ニ
ス
プ
ラ
ザ

○
準
優
勝　

　

野
原 

一
孝

　
（
宮
地
小
５
年
／
Ｓ
Ｊ
Ｃ
所
属
）

　
こ
の
大
会
結
果
に
よ
り
、
12
月
に
静
岡
県
で
行

わ
れ
る
東
海
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

10
月
14
日（
月
・
祝
）
に
、
秋
晴
れ

の
清
々
し
い
空
気
の
中
、
15
チ
ー
ム
45

人
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
モ
ル
ッ
ク
大
会

に
参
加
し
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優　

勝　
　

ド
ラ
サ
ポ　

チ
ー
ム

○
準
優
勝　
　

Ｍ
Ｎ
Ｉ　
　

チ
ー
ム

○
３　

位　
　

般
若
畑
Ｂ

○
４　

位　
　

般
若
畑
Ｃ

町
民
モ
ル
ッ
ク
大
会
を

開
催
し
ま
し
た

▲入賞した皆さん

▲橋本選手

▲野原選手（右）
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道の駅池田温泉 テナント情報 「お茶の瑞草園」道の駅池田温泉店

当店は、池田町六之井で明治の初期から茶業を営み、生産者の皆さんが丹精込めて栽培した茶葉を、
代々受け継がれた技術で仕上げ加工しております。
池田町では室町時代の後期にお茶の栽培をしていた記録があり、江戸時代にかけて茶の栽培が盛んに
なりました。その後明治時代には長野から北陸地方に販路を開拓し、戦
中には満州にも送られていました。そして戦後の混乱期を経て、今に伝
わっております。そのような歴史のある池田町のお茶をぜひご賞味くだ
さい。
道の駅店では茶葉だけでなく手造り茶アイスクリームやドリンクも販
売しております。瑞草園の「お茶のアイスクリーム」は池田町産のお茶
とミルクショップさんの牛乳を使用したアイスクリームです。
ラインナップは　抹茶、緑茶、黒ほうじ、香ほうじ、紅茶、さくら茶、
バニラの全７種類です。お茶とミルクがおいしく調和しています。

19木 足湯が「ゆず湯」になります♪
今年の冬至の日は、12月21日(土)です。そこで今年も19

日(木)～24日(火)までの６日間、寒い冬に温まっていただけ
るよう、道の駅内の足湯がゆず湯になります。ゆずの香りが
広がる湯船でのんびりゆっくりお楽し
みください。楽しい写真を撮っていた
だけるように、かわいいフォトスポッ
トも設置します。ぜひ、お寄りください。

~24火
午前 10 時～午後５時　道の駅 足湯

道の駅池田温泉

お
　
知
　
ら
　
せ

道の駅の冬を飾るイルミ
ネーションを点灯していま
す。高さ15ｍの巨大イル
ミネーションやカップルや
ご家族で一緒に自由に楽し
い写真を撮っていただける
撮影スポット、そして近づ
くと鷹が舞う新しいイルミ
ネーションも設置しまし
た。ぜひ温泉にお出掛けの
際には、道の駅にもお立寄
りください。

イルミネーション点灯
道の駅池田温泉は、12月30日

(月)、31日(火)、１月１日(水・祝)
の３日間、お休みをいただきます。
この期間は足湯もお休みです。

新年最初の営業は、２日(木)午
前10時からとなります。

１月２日(木) 午後２時からは、
昨年も多数お集まりいただきまし
た「新春大ビンゴ大会」を開催し
ます。道の駅内のテナントより総
額５万円ほどの賞品をご用意しま
した。新年最初の運試しは、道の
駅にお越しください。

テナント各店では、新春のお楽
しみイベントも開催予定です。

年末年始は…

いつも池田温泉
をご利用いただき、
誠にありがとうご
ざいます。池田温
泉では、次のとお
りお得に入浴でき
るイベントを開催
します。皆さんの
お越しを心よりお
待ちしております。

スタンプキャンペーン
開催期間：12月19日（木）～25日（水）
内容：入浴受付時に最大スタンプ３個押し
対象：スタンプカード押印対象の方

クリスマススタンプキャンペーン
を開催します

1日 チョークで絵を描こう 午前11時～午後３時
道の駅飲食棟

　道の駅内にある飲食棟の大きなガラス面に、特性パステル（水性
チョーク）を用いて、描いてみましょう。チョークアーティスト稲川
ひろみさんが、お絵描きのお手伝いをしてくれますので、初めての
方でもお子様でも大丈夫です。画材は準備しています。
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新館は、年末・年始休まず営業します!

～年末年始の営業時間～

池田温泉　年末年始の営業日のご案内

皆さんのお越しを従業員一同お待ちしています！

【両館共】午前10時～午後６時（受付終了は午後５時30分）
※本館は12月30日、31日休館

営業時間

特別営業期間（12月30日～１月１日）

本　館 新　館 高齢者
割引

広報
無料券

温泉バス 道の駅地区回り便 池野駅・垂井駅
12月29日（日） 10:00～22:00 ○ × × 休日便 10:00～17:00

12月30日（月）
休館 特別営業

10:00～18:00

×

× 休業
（足湯も休業）

12月31日（火）

 1月 1日（水） 特別営業　10:00～18:00

 1月 2日（木）

10:00～22:00

○ 平日便

10:00～
17:00

 1月 3日（金） ○ 平日便

 1月 4日（土）
× 休日便

 1月 5日（日）

 1月 6日（月） 定休日 10:00～22:00

○ 平日便
 1月 7日（火） 10:00～22:00

 1月 8日（水） 10:00～22:00 定休日
○

定休日

 1月 9日（木） 10:00～22:00 10:00～17:00

令
和
６
年
度
二
十
歳
を
祝
う
会
の
ご
案
内

令
和
６
年
度
二
十
歳
を
祝
う
会
の
ご
案
内

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
「
民
法
の
一
部
改
正
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
池
田
町
の
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
対
象
年
齢

を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
と
し
、
名
称
を
「
成
人
式
」
か
ら

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
に
変
更
し
開
催
し
ま
す
。

日
時　

令
和
７
年
１
月
12
日（
日
）

場
所　

池
田
町
中
央
公
民
館

対
象
者　
平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

受
付　

午
後
１
時
30
分
～　

式
典　

午
後
２
時
00
分
～

記
念
撮
影　

午
後
２
時
45
分
～

終
了　

午
後
４
時

注
意
事
項

①�

案
内
通
知
（
12
月
上
旬
発
送
）
を
当
日
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

②�

池
田
町
に
住
民
票
の
な
い
方
も
ご
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

池
田
町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課　

☎
45
・
７
１
１
０

　

日
没
時
間
の
早
ま
り
と
比
例
し
て
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
事

故
が
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

〈
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
〉

車
の
ラ
イ
ト
や
街
灯
が
あ
る
か
ら「
見
え
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
考
え
方
は
危
険
で
す
。
夜
間
に
外
出
す
る
際
は
明
る
い
服

装
を
選
び
、
必
ず
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

斜
め
横
断
や
無
理
な
横
断
は
せ
ず
、
横
断
歩
道
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

〈
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
〉

　

危
険
を
予
測
し
速
度
を
控
え
た
安
全
運
動
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
特
に
運
転
者
か
ら
見
て
道
路
右
側
か
ら
の
横
断
者

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

ハ
イ
ビ
ー
ム
を
有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

揖
斐
警
察
署　
☎
23
・
０
１
１
０

夜
間
の
交
通
事
故
防
止

夜
間
の
交
通
事
故
防
止
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◇
作
業
時
間
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

　

池
田
町
の
除
雪
作
業
は
、
積
雪
が
規
定
値

を
超
え
た
時
点
で
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た

業
者
が
、
通
学
道
路
と
幹
線
町
道
か
ら
順
次

除
雪
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
国
道
や
県
道

は
、
揖
斐
土
木
事
務
所
が
対
応
し
ま
す
。

　

朝
は
、
通
勤
・
通
学
に
間
に
合
う
よ
う
除

雪
を
行
い
ま
す
が
、
区
域
や
路
線
、
降
雪
状

況
な
ど
に
よ
り
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
時
通
行
止
め
な
ど
の
規
制
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
で
の
駐
停
車
は
、
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
路
上
駐
停
車
は
や
め
て
く
だ

さ
い
。

◇
作
業
中
の
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い

　

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、

絶
対
に
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

　

町
内
の
除
雪
作
業
で
除
雪
し
た
雪
が
、
ご

家
庭
の
玄
関
先
に
た
い
積
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
通
行
の
支
障
に
な
り
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
45
・
３
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
５
・
２
６
６
）

　

揖
斐
土
木
事
務
所　

☎
23
・
１
１
１
１

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
勢
調
査
は
、
５
年
に
１
度
日
本
に
住
む

す
べ
て
の
人
と
世
帯
が
対
象
と
な
る
、
日
本

の
未
来
を
作
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
と
て
も

大
切
な
調
査
で
す
。
池
田
町
で
は「
国
勢
調

査
員
」
と
し
て
、
調
査
業
務
に
理
解
と
誠
意

を
も
っ
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
広
く

募
集
し
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間

　

令
和
７
年
８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

仕
事
の
概
要

・
調
査
員
説
明
会
に
参
加

・
担
当
地
域
の
確
認

・�

調
査
に
つ
い
て
の
説
明
と
調
査
書
類
の
配

布
・�

回
答
確
認
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
と
調
査

票
の
回
収

・
回
収
し
た
調
査
票
の
整
理
と
提
出

調
査
内
容

　

世
帯
、
教
育
、
就
業
や
通
学
の
情
報
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

統
計
担
当

　

☎
45
・
３
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

令
和
７
年
国
勢
調
査
の
調
査
員

令
和
７
年
国
勢
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
ま
す

を
募
集
し
ま
す

１１
月
１
日
付

内
は
、
異
動
前
の
所
属
で
す
。

【
養
基
保
育
園
】

 

保
育
士
　
若
園 

恵
美
（
温
知
保
育
園
）

岐
阜
県
で
は
、
青
少
年
を
健
全
に
育
成
で

き
る
家
庭
を
目
指
し
て
、
家
族
み
ん
な
が
話

し
合
い
、
互
い
に
理
解
し
協
力
で
き
る
明
る

い
家
庭
を
つ
く
る
た
め
に
、
第
３
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
普
及
啓
発
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
小
中
学
生
を
対
象
に
、
明
る
く
豊
か
な

家
庭
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
啓
発
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
岐
阜
県
の
審
査
で

次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●
岐
阜
県
に
よ
る
表
彰

〈
優
秀
賞
〉

　

八
幡
小
２
年　

河
瀬　

朱
里

　

池
田
中
１
年　

轟　

ら
い
り

〈
入
選
〉

　

八
幡
小
６
年　

髙
橋　

真
愛

　

県
入
賞
作
品
の
12
月
以
降
の
展
示
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。
県
内
展
示
終
了
後
、
２

月
に
池
田
町
中
央
公
民
館
で
町
特
選
作
品
と

あ
わ
せ
て
展
示
予
定
で
す
。

①
12
月
３
日（
火
）
～
12
月
９
日（
月
）

　

�

美
濃
加
茂
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
美
濃
加

茂
市
太
田
町
３
４
２
５
番
地
１
）

②
12
月
11
日（
水
）
～
12
月
17
日（
火
）

　

�

岐
南
町
中
央
公
民
館（
羽
島
郡
岐
南
町
八
剣
７

丁
目
１
０
７
番
地
）

③
12
月
19
日（
木
）
～
12
月
26
日（
木
）

　

�

大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
（
揖
斐
郡
大
野

町
黒
野
９
９
０
番
地
）

④
１
月
８
日（
水
）
～
１
月
17
日（
金
）

　

�

大
垣
市
ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
（
大
垣
市
室

本
町
５
丁
目
51
番
地
）

⑤
１
月
20
日（
月
）
～
１
月
29
日（
水
）

　

�

カ
ラ
フ
ル
タ
ウ
ン
岐
阜（
岐
阜
市
柳
津
町
丸
野

３
－

３

－

６
）

「
家
庭
の
日
」
啓
発
図
画
・

「
家
庭
の
日
」
啓
発
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
で
県
入
賞

ポ
ス
タ
ー
で
県
入
賞

　

令
和
６
年
度
西
濃
口
腔
保
健
協
議
会
主

催
の「
８
０
２
０
よ
い
歯
の
高
齢
者
表
彰
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
は
満
80
歳
以
上

で
自
分
自
身
の
歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い

る
方
で
す
。
池
田
町
か
ら
は
、
次
の
皆
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
﨑　

則
明
さ
ん
（
下
八
幡
）

　

太
田　

一
男
さ
ん
（
小
寺
）

　

小
田　

敏
夫
さ
ん
（
上
八
幡
）

　

勝
野　

晴
彦
さ
ん
（
下
八
幡
）

　

川
本　

正
成
さ
ん
（
砂
畑
）

　

谷
本　

孝
雄
さ
ん
（
萩
原
）

　

増
田　
　

正
さ
ん
（
片
山
北
）

　

松
原　

秀
人
さ
ん
（
草
深
）

　

松
本　

義
一
さ
ん
（
本
郷
皆
米
）

　

南
林　
　

昇
さ
ん
（
上
田
畑
）

　

三
村　

和
幸
さ
ん
（
上
八
幡
）

　

阿
波
根　

和
子
さ
ん
（
下
東
野
）

　

五
十
川　

初
枝
さ
ん
（
大
池
町
）

　

石
﨑　

親
枝
さ
ん
（
大
池
町
）

　

五
十
川　

輝
子
さ
ん
（
六
之
井
）

　

板
津　

ふ
さ
子
さ
ん
（
上
八
幡
）

　

遠
藤　

十
九
子
さ
ん
（
北
池
野
）

　

河
瀬　

さ
ち
子
さ
ん
（
萩
原
）

　

久
保
田　

美
枝
子
さ
ん
（
沓
井
）

　

香
田　

豊
子
さ
ん
（
粕
ヶ
原
）

　

高
橋　

喜
久
子
さ
ん
（
沓
井
）

　

本
田　

仁
子
さ
ん
（
願
成
寺
）

　

松
岡　

秀
子
さ
ん
（
片
山
北
）

　

柗
田　

桂
子
さ
ん（
六
之
井
）

　

こ
れ
か
ら
も
歯
を
守
り
、
健
康
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

８８は
ち
は
ち

００ま
る
ま
る

２２に
い
に
い

００ま
る
ま
る

よ
い
歯
の
高
齢
者
で

よ
い
歯
の
高
齢
者
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た

表
彰
さ
れ
ま
し
た
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マイナンバーカード申請受付中！
１．役場１階ロビーに特設コーナーを設置
２．マイナンバーカード発行申請が短時間で完了

〇マイナンバーカード取得の流れ（申請時来庁方式）

問い合わせ　住民課　☎45・3111（内線166）

☆申請について☆
　・マイナンバーカードの申請時に必要書類を整えて申請することで、申請したマイナンバーカードは郵

送で自宅にお届けします。
　・申請書類をその場で発行し、顔写真の撮影もできますので、本人確認書類があれば手軽に申請をする

ことができます。
　〈注意〉
　　・通知カードがある方はお持ちください。
　　・顔写真付きの本人確認書類（運転免許証・パスポート）をお持ちでない場合は、２点の確認書類

（健康保険証、年金手帳、介護保険証など）が必要となります。
　　・15歳未満の方は、親権者の同伴が必要です。また、本人確認書類（親権者：免許証、子：健康保険

証と福祉医療費受給者証）が必要となります。

※特設コーナーの受付時間は平日午前９時～正午、午後１時～午後５時です。

※マイナンバーカード取得の申請をしていただいた方に粗品を進呈します。

①役場に来庁 ②カード申請 約１か月 ③自宅か郵便局で受取

朗
　
読　

浅
井　

響

ギ
タ
ー　
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｙ
Ａ

ピ
ア
ノ　

石
田　

香
里

内
容　

朗�

読　

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ

ン「
は
じ
ま
り
の
日
」、

フ
ィ
フ
ィ
・
ク
オ　

「
ぼ
く
だ
っ
て�

と
べ
る

ん
だ
」
ほ
か

演�

奏　
『
戦
場
の
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
』『
里
の

秋
』『
彼
方
の
光
』
ほ
か

　

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て「
い
ま
」
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ず
っ
と
ず
っ
と
先
の
明
日
に
と
っ

て「
た
い
せ
つ
な
こ
と
」。
明
日
、
ち
ゃ
ん
と

「
た
い
せ
つ
な
こ
と
」
が
む
か
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
。

　

お
と
な
も
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
ご
家
族

も
、
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

朗
読
と
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
で
伝

朗
読
と
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
で
伝

え
た
い
「
大
切
な
こ
と
」

え
た
い
「
大
切
な
こ
と
」

日
時　

12
月
８
日（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

場�

所　

池
田
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

入
場　

無
料

主
催　

文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課（
横
幕
）

　

☎
45
・
７
１
１
０

▲左からピアノ 石田 香里、
　ギター TETSUYA、朗読 浅井 響

　

昭
和
23
年（
１
９
４
８
年
）
第
３
回
国
際

連
合
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

本
年
で
採
択
76
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
採
択
を

記
念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10
日
を「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁

護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

��

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
を「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
本

年
も
、
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
１

週
間
を「
第
76
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、
全

国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

「
誰
か
」
の
こ
と
　
じ
ゃ
な
い
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
人
権
週
間
を
機
に
、
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
県
内
各
地
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
法
務
局
ま
た
は
法
務
局
支
局

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

○
岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
５
８
・
２
４
５
・
３
１
８
１

○
岐
阜
地
方
法
務
局
大
垣
支
局

　

☎
０
５
８
４
・
78
・
３
３
４
７

第第
7676
回
人
権
週
間

回
人
権
週
間

　

例
年
１
月
下
旬
頃
に
開
催
し
て
い
ま
す
養

老
鉄
道
に
乗
っ
て
行
く
伊
勢
神
宮
初
詣
は
車

両
の
都
合
に
よ
り
開
催
を
中
止
し
ま
す
。
な

お
、
来
年
度
以
降
の
開
催
は
未
定
で
す
。

　

初
詣
切
符
は
例
年
ど
お
り
養
老
鉄
道
の
桑

名
駅
を
除
く
有
人
各
駅
で
販
売
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

☎
45
・
３
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

令
和
７
年
『
養
老
鉄
道
に
乗
っ

令
和
７
年
『
養
老
鉄
道
に
乗
っ

て
伊
勢
神
宮
初
詣
に
行
こ

て
伊
勢
神
宮
初
詣
に
行
こ

うう
! !! !
』
中
止
に
つ
い
て

』
中
止
に
つ
い
て
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マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方
に
は
、「
資
格
確
認
書
」

の
方
に
は
、「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
し
ま
す

を
交
付
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
を
持
っ
て
い
な
い

人
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

が
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
人
）

に
つ
い
て
は
、
お
手
元
の
保
険
証
の
有
効
期

限
を
迎
え
る
前（
令
和
７
年
７
月
下
旬
頃
）

に
、
現
行
の
保
険
証
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

「
資
格
確
認
書
」
を
送
付
す
る
予
定
で
す（
申

請
不
要
、
自
動
的
に
郵
送
）。
現
行
の
保
険

証
と
同
様
に
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
提
示

す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
通
り
保

険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■「
資
格
確
認
書
」
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
新
設
さ
れ
ま
す
）

対
象
者

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
を
持
っ
て
い

な
い
人

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
が

保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
人

使
用
目
的

　

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
た
め（
現
行

の
保
険
証
に
代
わ
る
も
の
で
あ
り
、
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
提
示
す
る
）

有
効
期
限

　

毎
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年

特
記
事
項

・
申
請
不
要
、
自
動
的
に
郵
送

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
や
、
特

別
な
事
情
に
よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が

困
難
な
人
な
ど
は
、
申
請
に
よ
り
資
格
確
認

書
の
交
付
が
可
能

（
注
）�

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
る
人

で
特
段
の
事
情
が
な
い
場
合
は
交
付

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■�

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
に
引
っ
越
し
・

氏
名
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
人
、
新
規
加
入

す
る
人

　

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
人
で
令
和
６
年

12
月
２
日
以
降
に
引
っ
越
し（
住
所
変
更
）

や
氏
名
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
さ
れ
た
場
合

は
、
お
手
元
に
あ
る
現
行
の
保
険
証
は
使
え

な
く
な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
人
に
は
資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。
ま

た
、
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
に
国
民
健
康

保
険
に
新
規
加
入
し
た
場
合
も
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
資
格
確
認
書

を
交
付
し
ま
す
。（
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。）

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
を
ご
検
討
く

だ
さ
い

　

診
療
履
歴
に
基
づ
い
た
よ
り
良
い
医
療
を

受
け
ら
れ
る
な
ど
、
便
利
で
安
全
な
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
切
り
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　

☎
45
・
３
１
１
１（
内
線
１
１
２
、１
１
６
）

マイナ保険証 紐づけ率
R6年8月時点

利用率
R6年8月時点

国民健康保険 66.3％ 18.7％
後期高齢者医療保険 63.7％ 11.4％

▲ �マイナンバーカードの
利用案内サイト
　�マイナンバーカードの
保険証利用のメリットや
やり方を簡単に説明して
います。

入
室
対
象
者

・�

小
学
校
１
年
生
～
４
年
生
（
５
～
６
年
生

は
要
相
談
に
な
り
ま
す
。）

・�
保
護
者
（
祖
父
母
な
ど
含
む
）
が
就
労
な

ど
に
よ
り
午
後
４
時
頃
ま
で
、　

15
日
／

月
以
上
保
護
が
欠
け
る
児
童

開
設
日
時

・
平
日
（
祝
日
除
く
）　

放
課
後
～
午
後
６
時

　
（
延
長
保
育
：
午
後
６
時
～
午
後
７
時
）

※
一
部
延
長
保
育
負
担
金
あ
り

・
第
１
土
曜
日
、
夏
、
冬
、
春
休
み
期
間
な
ど

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
「
放
課

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
申
し
込
み

後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す

を
受
け
付
け
ま
す

保
育
料　

月
額　

５
，
０
０
０
円

〔
７
～
８
月（
夏
休
み
期
間
）追
加
料
金
あ
り
〕

※�

詳
し
く
は『
令
和
７
年
度
池
田
町
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
入
室
の
し
お
り
』
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申�

し
込
み　

申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
養
基
保
育

所
組
合（
養
基
地
区
の
み
）
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

申
請
書
な
ど
配
布
場
所

　

子
育
て
支
援
課
、
養
基
組
合
、
各
児
童
ク

ラ
ブ
、
各
保
育
園
な
ど（
12
月
中
旬
よ
り
配

布
開
始
）

※�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
各
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

注
意
事
項

　

毎
年
の
更
新
に
な
り
ま
す
の
で
、
令
和
６

年
度
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
再
度
申
し

込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※�

夏
休
み
の
み
利
用
の
方
も
申
請
期
日
ま
で

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
が
多
く
入
室
が
困
難
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
回
の
申
請
期
間
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

申
請
期
間

　

１
月
６
日（
月
）～
１
月
17
日（
金
）

入
室
決
定

　

申
請
書
を
審
査
し
、
入
室
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。（
２
月
上
旬
通
知
）

問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課　

子
育
て
支
援
政
策
係

　

☎
45
・
３
１
１
１（
内
線
１
５
２
）

　

養
基
組
合
事
務
局

　

☎
45
・
７
４
２
０
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児童手当新制度の申請手続きお済みですか？ 

 

 

※過去に池田町で手当を受給したことがない方は必要です。 

※公務員の方は職場に問い合わせください。 　※詳しくは子育て支援課へ問い合わせください。 

１０月分

から 

９月分 

まで 

中学３年生 
（15歳到達後最初の 
３月31日）までの児童
を養育している方 

高校生年代 
（18歳到達後最初の 
３月31日）までの児童
を養育している方 

　児童手当制度は、家族の生活の安定や、次世代を担う子どもの健やかな成長のため、児童を養育してい
る人に手当を支給する国の制度です。
　児童手当制度改正により、10月分から18歳（高校生年代）まで支給対象者を広げ、所得制限が撤廃さ
れました。これにより、高校生年代のみを養育している世帯や所得制限にて受給資格が喪失された方は
新規で認定請求書の申請をする必要があります。

★次の方は認定請求書等の申請が必要です。
※支給しなければ、支給対象となりません。
①所得上限超過により、現在手当を受給していない方
　主たる生計維持者（保護者などのうち、所得の高い方）の所得額に関係なくすべての子どもに支給されます。

②高校生年代が末っ子
　中学生以下の児童を監護・養育しておらず、高校生年代の児童のみ監護・養育している方

③３人以上の子どもがいる方
　現在、手当を受給しており、大学生年代（18歳の年度末から22歳の年代末）の子を含めると子が３人

以上いる方
　※「確認書」が必要です。大学生年代が就職し収入がある場合でも、主たる生計維持者が生活費の相当

部分を負担していれば養育しているものと見なします。

④高校生年代の子どもと別居している方
　高校生年代の子どもに対しての申請が必要です。
●初回支給日　12月10日（火）※10月分、11月分が振り込まれます。
　※申請時期により、初回支給日に支給できない場合があります。間に合わない場合は令和７年１月以降

に10月分から児童手当が支給になります。
●最終申請期限　令和７年３月31日（月）
　※最終申請期限が過ぎると、令和６年10月分に遡及して児童手当を支給することはできませんのでご注

意ください。

問い合わせ　子育て支援課　☎45・３１１１（内線１５３）

そきゅう

令和６年度　公立保育園会計年度任用職員を募集します！
区分 保育士・保育補助

募集人員 ４人～６人
業務内容 保育業務・保育補助業務
時給 1,314 円（保育士）・1,045 円（保育補助）
資格 保育士免許を有する者（保育士）・資格不問（保育補助）
勤務場所 池田町内公立保育園のいずれか

勤務時間
ア：基本　午前８時 30分～午後５時
イ：アのうち、６時間以上（例：午前９時～午後４時）
ウ：アのうち、６時間未満（例：午前９時～午後３時、午前９時～午後１時、午後３時～午後６時 30分など）

雇用期間 採用日～令和７年３月 31日（再度の任用有り）
選考方法 履歴書・資格証の写しを提出、書類選考・面接により決定
申し込み期限 随時（適任者が決定次第終了）
問い合わせ 子育て支援課　子育て支援政策係☎ 45・3111( 内線 152)
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日
時　

令
和
７
年
２
月
１
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
～
（
雨
天
決
行
）

場
所　

池
田
町
役
場　

１
階
食
堂

持
ち
物　

軍
手

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

原
木
代
金
１
本
５
０
０
円

　

当
日
受
付
時
に
徴
収　

１
人
５
本
ま
で

申�

し
込
み

　

12
月
16
日（
月
）
午
前
９
時
よ
り
電
話
に

て
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
氏
名
、
連
絡
先
、

し
い
た
け
原
木
の
購
入
本
数
を
産
業
課
ま
で

お
伝
え
願
い
ま
す
。

　

当
日
は
講
習
会
受
講
後
の
菌
打
ち
体
験
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
課　

森
林
振
興
係

　

☎
45
・
０
７
３
７

し
い
た
け
菌
打
ち
体
験
教
室

し
い
た
け
菌
打
ち
体
験
教
室

　

退
職
後
、
翌
日
か
ら
厚
生
年
金
保
険
の
適

用
事
業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続

き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

60
歳
未
満
の
配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ
び
そ
の
配

偶
者
な
ど
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
年
金
に

加
入
す
る
人
や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の

人
）
と
な
る
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に

は
、
役
場
の
窓
口
で
「
国
民
年
金
被
保
険
者

関
係
届
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定

期
間
分
（
原
則
と
し
て
半
年
ま
た
は
１
年

間
）
の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す
る
と
保

険
料
が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
や
、
口
座
振

替
で
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
制

度
（
早
割
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
70
歳
未
満

で
老
齢
ま
た
は
退
職
を
理
由
と
す
る
年
金
の

受
給
権
を
有
す
る
人
は
除
く
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き

に
つ
い
て

に
つ
い
て

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
場
合
に
は
、
配
偶
者
の
勤
務
し
て
い

る
事
業
所
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所
に
、
事

業
主
を
経
由
し
て
「
国
民
年
金
第
３
号
被
保

険
者
該
当
関
係
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

　

第
３
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配
偶
者

が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
な
ど
か
ら
拠
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に

保
険
料
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
と
な
る
場
合

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
老
齢
給
付
の
受

給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
か
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
70

歳
未
満
で
、
老
齢
給
付
の
受
給
期
間
が
不
足

し
て
い
る
場
合
に
も
、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
特
例
任
意
加
入
被
保
険
者
）
と
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
の
窓
口
ま

た
は
大
垣
年
金
事
務
所
で
行
い
ま
す
。
年
金

手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
持
参

し
、
本
人
が
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

任
意
加
入
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
同
じ
で
す
が
、

納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
口
座
振
替
に
な
り

ま
す
。ま
た
、保
険
料
の
免
除
制
度
は
な
く
、

65
歳
以
上
の
特
例
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、

付
加
保
険
料
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課
③
番
窓
口

　

☎
45
・
３
１
１
１
（
内
線
１
１
３
）

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
８
４
・
78
・
５
１
６
６

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
人
間
ド
ッ
ク
健
診
を
受
け
ら
れ
た

場
合
に
は
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
方
を
対
象
に
、
２
万
円
を
上
限
に
健
診
料

の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
は
、
健
診
料
を
支
払
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
６
か
月
以
内
に
保
険
年
金
課
窓
口

で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

要
件

・�

池
田
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

・
30
歳
か
ら
69
歳
の
方

・�

支
払
っ
た
健
診
料
が
２
万
円
以
上
（
２
万

円
未
満
は
助
成
対
象
外
で
す
）

・�

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
を
納
期
到
来
分
ま

池
田
町
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

池
田
町
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
助
成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ク
助
成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

で
完
納
し
て
い
る
方

・�

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
期

間
内
に
お
い
て
、
被
保
険
者
１
人
に
つ
き

１
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

・�

特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
（
健
康

診
断
と
の
二
重
補
助
は
不
可
の
た
め
）

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
証
、
領
収
書
、
振
込
先
預

貯
金
通
帳

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
、
健
診
結

果
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
方
に
は
池
田
温

泉
入
浴
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

対
象
者

・�
池
田
町
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
池
田
町
国
保
加
入
者
の
方

・�
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
、
特
定
健
診
に
相
当
す

る
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
国
保
加
入
者
の
方

※�

複
数
の
健
診
を
受
け
ら
れ
た
場
合
で
も
、

年
度
内
に
お
一
人
２
枚
を
上
限
と
し
ま
す
。

※�

が
ん
検
診
や
結
核
健
診
な
ど
は
対
象
外
で
す

持�

ち
物　

特
定
健
診
な
ど
の
健
診
の
結
果
、

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

運
転
免
許
証　

な
ど
）

申�

請
者　

健
診
を
受
診
し
た
本
人
お
よ
び
そ

の
家
族
の
方
（
申
請
者
と
受
診
者
の
世
帯

が
異
な
る
場
合
は
委
任
状
（
任
意
様
式

可
）
を
要
し
ま
す
。）

提�

出
先　

保
険
年
金
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

期
限　

令
和
７
年
３
月
31
日（
月
）

・�

申
請
時
点
で
死
亡
さ
れ
て
い
る
場
合
、
死

亡
者
の
ご
家
族
な
ど
が
代
わ
り
に
受
け
取

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　

☎
45
・
３
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）
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老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
を
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

申
出
の
あ
っ
た
月
か
ら
の
加
入
と
な
り
、

遡
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免

除
期
間
な
ど
が
、
原
則
と
し
て
、
10
年
以
上

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
特
例
的

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の

任
意
加
入
制
度

任
意
加
入
制
度

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
昭
和
40
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
に
限
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持

つ
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
も
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
を
す
る
条
件

　

次
の
１
．～
４
．の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

方
が
任
意
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１�

．
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方

　

た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、

在
留
資
格
が
「
特
定
活
動
（
医
療
滞
在
）」
や

「
特
定
活
動
（
観
光
な
ど
を
目
的
と
す
る
ロ

ン
グ
ス
テ
イ
）」
で
滞
在
す
る
方
を
除
く

２�

．
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方

３�

．20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納

付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未
満
の
方

４�

．
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
方

※�

１
．
の
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
は
、
60

歳
の
誕
生
日
の
前
日
よ
り
任
意
加
入
の
手

続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
手
続
き
の
留
意
点

　

任
意
加
入
に
つ
い
て
は
、「
外
国
に
居
住

す
る
日
本
人
で
、
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
」
を
除
き
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
口

座
振
替
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
方
の
任
意
加

入
の
申
し
込
み
窓
口
は
、
池
田
町
役
場
保
険

年
金
課
ま
た
は
、
大
垣
年
金
事
務
所
（
☎

０
５
８
４
・
78
・
５
１
６
６
）
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま
た
は
年
金
手
帳

　

預
貯
金
通
帳
お
よ
び
金
融
機
関
へ
の
届
出
印

　

高
額
療
養
費
の
申
請
は
、
こ
れ
ま
で
月
ご

と
に
必
要
で
し
た
が
、
令
和
6
年
11
月
以
降

に
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合
、
簡
素
化

の
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
次
回
以
降
の
高
額

療
養
費
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
の
口
座
（
原
則

は
世
帯
主
）に
自
動
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
く
、
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
す
べ
て
完
了

し
て
い
る
世
帯

申
請
窓
口

　

池
田
町
役
場　

保
険
年
金
課

　
（
１
階
②
番
窓
口
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・�

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の（
通
帳
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）

※�

振
込
口
座
の
名
義
人
は
原
則
世
帯
主
と
し

ま
す
が
、
世
帯
主
で
な
い
場
合
は
申
請
書

の
委
任
欄
の
記
入
が
必
要
で
す
。

※�

郵
送
申
請
を
希
望
の
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

簡
素
化
の
停
止
（
自
動
振
り
込
み
の
停
止
）
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
発
生
し
た
場
合

・
世
帯
主
が
死
亡
ま
た
は
変
更
と
な
っ
た
場
合

・�

指
定
口
座
に
高
額
療
養
費
を
振
り
込
み
で

き
な
い
場
合

※�

停
止
後
に
、
自
動
振
り
込
み
を
再
開
す
る
場

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
手
続
き
簡
素
化
の
ご
案
内

給
申
請
手
続
き
簡
素
化
の
ご
案
内

合
は
、
再
度
簡
素
化
の
申
請
が
必
要
で
す
。

注
意
事
項

・�

医
療
機
関
へ
の
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
に
照
会
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

高
額
療
養
費
を
自
動
振
り
込
み
し
た
後

に
、
一
部
負
担
金
を
医
療
機
関
窓
口
で
支

払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

・�

第
三
者
行
為
ま
た
は
業
務
上
の
事
故
に
よ

る
傷
病
で
診
療
を
受
け
た
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　

☎
45
・
３
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
現
金
、

口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、Pay-easy

な
ど
に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
使
用
し
た
電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
）
決
済
で
の
納
付
が
利
用
で
き
ま
す
。

ご
利
用
に
必
要
な
も
の

　

①
納
付
書　

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

③
決
済
ア
プ
リ

対
象
決
済
ア
プ
リ

◦
Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
ａ
ｙ�

◦
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ

◦
ｄ
払
い
Ⓡ�

◦
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
※

◦
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ�

◦
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ�

Ｐ
ａ
ｙ

◦
楽
天
ペ
イ

※�

金
融
機
関
な
ど
が
提
供
す
る
ア
プ
リ
を
含

み
ま
す
。

　

詳
細
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://payb.jp/finance/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
決
済
の
流
れ

①
決
済
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
氏
名
・
生
年
月
日
を
登
録

③�

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
取
る

④
決
済
内
容
を
確
認

⑤
パ
ス
ワ
ー
ド
入
力

　
　

 

↓

　
納
付
完
了

※�

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
な
い
納
付
書

（
30
万
円
を
超
え
る
金
額
の
納
付
書
な

ど
）
に
つ
い
て
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

※�

各
決
済
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
ご
利
用
の
決
済
事
業
者
様
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
が
ス
マ
ー
ト

国
民
年
金
保
険
料
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　

大
垣
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
８
４
・
78
・
５
１
６
６

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分



15 広報いけだ／2024.12

　

今
年
度
の
池
田
町
が
ん
検
診
は
令
和

７
年
２
月
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
1
位
で

あ
り
、
２
人
に
１
人
が
か
か
り
、
３
人

に
１
人
が
亡
く
な
る
病
気
で
す
。

　

早
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
は
ほ
ぼ

な
く
、
気
に
な
る
症
状
な
ど
が
出
始
め

た
時
に
は
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
繋

げ
る
た
め
に
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
年
度
も
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

池
田
町
が
ん
検
診
の
受
け
方

①�

検
診
の
希
望
日
を
決
め
、
池
田
町
保

健
セ
ン
タ
ー
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
検
診
ご
と
に
定
員
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
希
望
の
日
程
で
の
予
約
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

②�

予
約
し
た
日
時
に
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

③�

検
診
後
１
か
月
頃
に
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

④�

検
診
結
果
を
確
認
し
、
精
密
検
査
が

必
要
な
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関
へ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

来
年
度（
検
診
の
種
類
に
よ
っ
て
は
来

年
度
以
降
）
の
検
診
も
受
け
ま
し
ょ

う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
45
・
３
１
９
１

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

①胃（内視鏡）・大腸がん検診（会場：保健センター）
月　日（曜） 受付時間

12月24日（火）
いずれの日も

午前８時30分～ 11時１月10日（金）
２月６日（木）

・胃はカメラによる検査です。
②胃（X線）・大腸がん検診（会場：保健センター）
月　日（曜） 受付時間

12月３日（火） 午前８時30分～ 11時
・胃はバリウムによる検査です。

③胃（X線）・大腸・前立腺がん検診（会場：保健センター）
月　日（曜） 受付時間

12月９日（月）
いずれの日も

午前８時30分～ 11時１月16日（木）
２月３日（月）

④胃（X線）・子宮頸・大腸がん検診（会場：保健センター）
月　日（曜） 受付時間

12月16日（月） 午前８時30分～ 11時
午後１時～２時30分

胃はバリウムによる
検査で午前中のみ

※１：女性優先で予約受付させていただきます。

⑥乳・大腸がん検診（会場：保健センター）
定員に達しました。

⑦乳・子宮頸・大腸がん検診　※２
（会場：西濃厚生病院健診センター（大野町））

定員に達しました。
※２：乳がん検診が必須
⑧大腸がん検診
月　日（曜） 会　場 受付時間

12月３日（火）

保健センター

午前８時30分～ 11時
12月16日（月） 午後１時～２時30分

１月15日（水） 午前９時～ 11時30分
午後１時～２時30分

⑨子宮頸がん検診（個別検診）
期　間　※３ 場　所

９月２日（月）～
令和７年２月28日（金） 揖斐郡内の指定医療機関

受　け　方
受診券を発行しますので、事前に保健センターへお申し込みくださ
い。（受診券がないと、池田町の検診として受けることができません。）
※３：医療機関の休診日は除きます。

《令和６年度　池田町がん検診》12月～２月予約可能日　※11月18日時点

検診名 対象者（年度末年齢） 検査内容 負担金 主な注意事項

胃がん
検診

X線 40歳以上 問診、胃部X線撮影 1,100円
前日夜９時以降検査終了まで絶飲食となります（水、タ
バコ、ガムも禁止）
検診衣に着替えるため着脱しやすい服装で。
更衣した服を入れる袋をご持参ください。

内視鏡
検査

50 ～ 68歳の
偶数年齢 問診、胃部内視鏡検査 2,800円

検診前日の夜９時から検査終了まで絶食です。（タバコ、
ガムも禁止）検査30分前までならコップ一杯程度の水
の摂取が可能です。

大腸がん検診 40歳以上
問診、

便潜血反応検査
（免疫２日法）

500円
検診日の６日前より、指定の容器に２日分採便し、検
診当日ご持参ください。
生理中・体調の悪い時の採便は避けてください。

子宮頸がん検診 20歳以上女性 問診、内診、細胞診 1,000円
※原則、２年に１回の受診となります。
スカート等受診しやすい服装で。
生理中、生理後１週間程度は避けてください。

乳がん検診 30歳以上女性
問診、超音波検査、

マンモグラフィ
（乳房X線撮影）

1,300円

※原則、２年に１回の受診となります。
30歳代の方はマンモグラフィの有無が選択できます。
40歳代の方はマンモグラフィが２方向撮影となります。
検診衣に着替えるため、着脱しやすい服装で。
ワンピースは避けてください。
更衣した服を入れる袋をご持参ください。

前立腺がん検診 50歳以上男性 問診、血液検査（PSA検査） 500円 採血を行います。
受診の際は、本人確認できるもの（運転免許証、マイナンバーカード、健康保険証等）、健康手帳（ない方は当日発行します）、
眼鏡（問診記入に必要な方）をご持参ください。 負担金（現金のみ）はおつりのないようご準備ください

日時・場所

対象者・負担金など

※いずれの検診日も完全予約制で、15分毎の予約受付となります。
※�予約時点で定員となっている検診もありますので、ご希望に添え
ない場合もあります。ご了承ください。

⑤肺・大腸がん検診
令和６年度の肺がん検診は終了しました。
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環境課
☎45・0727

今月のごみ出しワンポイント

ガラスびんとその他のガラスの違い
　なぜ、割れたガラスびんは「その他不燃物」の日に出す
の？
　びん以外のガラス製品（鏡・窓・耐熱ガラス・コップなど）
は、飲食用などのびんとは違い、用途ごとに異なる成分が

含まれて作られています。
　びんをリサイクルする際に、割れたガラスびんとびん以
外のガラス製品を見分けるのは難しく、３色別に結晶※で再
生できるびんに異なる成分が混入するのを防ぐためです。
※�びん以外のガラスはそれぞれ成分が異なり結晶にならな
い。その他のガラス、陶磁器製の酒容器、オロナイン容
器は、その他不燃物の日に出してください。

リサイクルセンター年末年始のお休み
　12月30日（月）～令和７年１月３日（金）
　北部は 12 月 28 日（土）まで、南部は 12 月 29
日（日）までです。
　年末は大変混雑します。また、汚れた状態、中
身の残ったものの搬入は固くお断りします。
●�粗大ごみ（南部）は利用者カードが必要です。
発行は役場環境課窓口で申請できます。

南部リサイクルセンターからのお願い
・釣り銭が不足しています
　粗大ごみ処理コーナーご利用の際は、特に１万
円札のご使用をお控えください。繁忙時はお釣り
が不足しますので、千円札と五百円・百円玉硬貨
を用意してご来場願います。
・ほこりや汚れは洗い流してから
　土がついたままのプランター、ほこりまみれの
家財などをそのまま持ち込まれる方が見受けられ
ます。リサイクルセンター内の土ほこりの原因や
分別処理で支障となりますので、ほこりは拭き取
り、泥は洗い流してから搬入願います。

浄化槽および汲み取りトイレの解体時には
最終清掃が必要です！休止していても必要です！
　公共下水道への接続やそのほかの理由で既存の
浄化槽や汲み取りトイレを撤去する場合には、最
終清掃が必要です。
　浄化槽や汲み取りトイレの中にある汚泥などは
「一般廃棄物」に該当します。
　これらの汚泥などを不法投棄することは「廃棄
物の処理および清掃に関する法律」第 16 条に違
反し、５年以下の懲役もしくは、1,000 万円以下の
罰金となります。（法人の場合は３億円以下の罰金）
　浄化槽や汲み取りトイレの解体時の最終清掃
は、その施設の管理者（所有者）が町の許可を受

けた清掃業者に直接依頼してください。
　清掃許可業者について不明な場合には環境課まで
問い合わせください。
　また、浄化槽の使用を廃止（休止）した場合は、
30日以内に環境課へ「浄化槽廃止（休止）届出書」
および「浄化槽最終清掃確認願い」を提出してくだ
さい。
　建物の解体時には、必ず浄化槽や便槽の有無を確
認し、解体業者に廃止届出時の最終清掃済の書類を
提示してください。

家電４品目の捨て方について
　「エアコン」「テレビ」「冷蔵庫・冷凍庫」「洗濯機・
衣類乾燥機」の家電４品目を廃棄する場合は、法律
により次の処分方法（有料）となります。
①�買い替えの場合は新しく製品を購入する小売店に
引き取りを依頼しましょう。
②�買い替えを行わず、処分のみ行いたい場合は過去
に製品を購入した小売店もしくは、いつも利用し
ている販売店に引き取りを依頼してください。
③�購入した小売店が廃業した、引っ越しなどで小売
店が遠方になってしまった、譲り受けた贈答品な
どでどこの小売店に処理をお願いしたらよいかわ
からないなどの場合は、指定引取場所＊１に自分で
直接搬入するか一般廃棄物収集運搬許可業者＊２に
依頼してください。事前に平日の午前９時から正
午、午後１時から午後４時 30 分までの受付時間
内に次の連絡先まで問い合わせください。

＊１　最寄りの指定引取場所
　株式会社�斉藤商店
　揖斐郡大野町大字加納字六反田１３３０番地 10
　☎ 34・３８５５
＊２　一般廃棄物収集運搬許可業者
　株式会社�池田環境保全
　池田町田畑２４７番地の１
　☎ 45・８０６８
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99::3030～～1818::3030
99::3030～～1717::0000

　12月14日（土）から27日（金）まで図書資料が通常の
２倍借りられます。
　視聴覚資料の場合は、21日（土）から27日（金）まで
通常の２倍借りることができます。
　ただし、全部で20点以内（たとえば、本を16冊とＣＤ
２枚とＤＶＤ２枚の合計20点）まで借りることができ
ます。

年末年始にたくさんの本を読もう

一 般 書

「さかさ星」

貴志祐介著／ KADOKAWA

「ナチュラルボーンチキン」

金原ひとみ著／河出書房新社

「人生が変わるゲームのつくりかた」

米光一成著／筑摩書房

「ふろしきがある暮らし」

滝野朝美著／辰巳出版

「０歳から 100 歳までのこれからの ｢歯の教科書 ｣」

多保学著／イースト・プレス

　戦国時代から続く旧家・福森家の屋敷で起きた一家惨殺事

件。福森家の親戚にあたる中村亮太は、霊能者の賀茂禮子と

共に事件の調査をすることに…。

　仕事と動画とご飯のルーティン生活を送る、45歳一人暮らし

の労務課勤務・浜野文乃。ある日上司の命令で、在宅勤務ばかり

で出社しない編集部の平木直理の家へ行くことになるのだが…。

　ゲームづくり（＝楽しい場を生み出すルールづくり）を習

得して、人生を楽しいものに変えていこう！ゲーム作家が、

ゲームづくりの道のりなどを紹介する。

　ふろしきのように柔軟に生きよう─。多方面で活躍するふ

ろしきクリエイターが、いくつかの使い方を紹介しながら、

ふろしきとの出会いや教わったことを語る。

　かみ合わせで学校の成績に差が出る？日本人の８割は歯周

病？歯周病専門医が、予防歯科の最新の考え方をまとめる。

文 芸 書

児 童 書 ・ 絵 本

「ぼくのカキだよ！」

市川里美作／ BL 出版

「冷たい恋と雪の密室」

綾崎隼著／ポプラ社

「絵本作家のしごと」

ミロコマチコ・鈴木のりたけ述

「ぐるぐる編めばできるウォーマーから手袋まで」

越膳夕香著／エクスナレッジ

「生殖記」

朝井リョウ著／小学館

　カキが大好きなケンちゃんは、実が

赤くなるのを待っています。でも、カ

ラスに先に食べられてしまい…。

　新潟県を襲った豪雪により立ち往生

した列車内。実際に起きた事件を基に、

綾崎隼、待望の恋愛ミステリ。

　絵本作家たちは何を想い、どう作品

作りと向き合っているのか。次世代を

牽引する８名を紹介する。

　シンプルな編み地で、何かを観なが

ら、読みながら、編み物ができる輪針

を使った作品を紹介します。

　家電メーカー総務部勤務の尚成は、

同僚と二個体で新宿の量販店を訪れ

る。寿命を効率よく消費するために─。

図書館フェア開催中 年末年始について

休館日は町民カレンダーをご覧ください 。

 親子で読み聞かせを

お楽しみください。

12月７日・14日・21日（土）
午前10時30分～

おはなし室

　図書館フェアを開催中です、ぜひお越しください。  
期間：10月10日（木）～12月15日（日）　　場所：図書館 
内容：
○おはなしの会（土）　午前 10時 30分～ 11時
　12 月７日、14 日は大型紙芝居やパネルシアターなど、い
つもと少しちがうおはなし会です。
○朗読会　12月１日（日）
　演題： 「源氏物語」と「紫式部日記」から紫式部を読み解く

　年末年始の休館日は、以下の通りとなります。
■年末年始の休館日■

12月28日（土）～1月4日（土）
※ 期間中に返却される場合は、正面玄関右側に

あります返却ポストにて返却をお願いします。
※ ＣＤ・ＤＶＤなど視聴覚資料や他の図書館

から借りた本の返却は、開館後、直接カウ
ンターにて返却をお願いします。

池 田 町 関 係 書 籍

「水の郷やわた　記念誌　No.111－No.158」竹中芳弘著

「寝覚里」　野網誠著

「ときめぐり２０２４」如月れいな発行
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問い合わせ

メタボを予防しよう～まずは、食生活の見直しから～メタボを予防しよう～まずは、食生活の見直しから～
　師走に入り、イベント事が増える季節になりました。そ
れに伴い、いつもより会食の機会が増える方もいらっしゃ
ると思います。外食が続くことで気になるのが、食べ過ぎ
や飲み過ぎによる体重増加ではないでしょうか？

●メタボとは
　正式には「メタボリックシンドローム」といいます。
　内臓脂肪の蓄積に加え、「高血圧」「高血糖」「脂質代謝異
常」が組み合わさることにより、動脈硬化を進行させ、心臓
病や脳卒中になりやすい病態を指します。

●メタボの診断基準

　メタボは、腹囲の大きさ（内臓脂肪の蓄積）に加えて高血
圧、高血糖、脂質代謝異常の中で２項目以上に該当した場
合に診断されます。１項目だけに該当した場合は、メタボ予
備群になります。

●メタボの状況
　令和５年度池田町国保特定健診の結果によると、メタボ予
備群も含め、およそ３人に１人がメタボに該当していました。
特に男性に多く、県の平均より高い状況となっています。

●メタボを予防する食事ポイント
＜１日３食、主食・主菜・副菜をそろえて食べよう＞
　麺類だけ、おかずだけといった食事では栄養素の偏りを生
んでしまいます。欠食することなく主食・主菜・副菜がそろっ
たバランスのとれた食事内容が基本形です。

上の食事の基本形に加えて・・・

＜食事は野菜から＞
　野菜から食べると食後の血糖
値の上昇が穏やかになり、太り
にくい。

＜腹八分目にして食べ過ぎない＞
　はじめから適量を小皿に盛るなどして、食
べ過ぎを防ぐ。

＜甘い飲み物やお菓子は控える＞
　お菓子は食べる量や時間を決めて、な
がら食いをしない。

＜減塩を心がける＞
　だしのうま味やスパイスを利用
するなど、上手に減塩を心がける。

＜お酒を飲み過ぎない＞
　１日にビールなら500ml、日本酒なら1合に。
週２日は飲まない日をつくる。
※女性、高齢者の場合は上記の半量が目安

　忙しい日々をお過ごしと思いますが、今一度ご自身の体
に目を向けていただき、食習慣を見直すことでメタボを予防
し、健康で楽しい年末をお迎えください。

　旬の大根を使用したピリ辛味の主菜です。
手軽に良質なたんぱく質を補えるサバ缶は災

害時の保存食にも大変役立ちます。
　日ごろから※ローリングストック法での備蓄を心がけま
しょう。
※�ローリングストック法とは、日常的によく使う食料品などを少し
多めに買い足して、古いものから使い、使った分だけまた買い足
す備蓄方法です。

●大根とさば缶の韓国風煮

大根� ５００ｇ
さば缶(水煮)� １５０ｇ
キムチ� ８０ｇ
　　水� １５０cc

Ａ　顆粒中華だし�小さじ１
　　酒� 大さじ２
　　砂糖� 大さじ1/2
ごま油� 大さじ1/2

〈材料〉４人分

作り方

①�大根は皮をむき、１㎝幅のいちょう切りにする。
� キムチは食べやすい大きさにざく切りにする。
②�中火で熱したフライパンにごま油を入れ、キムチを炒める。次
に大根も加え、炒める。

③�②にＡとさば缶 (汁も使用 )を加え、ふたをして中火で煮る。
１人分の栄養価 エネルギー　128kcal　　食塩相当量　1.0 ｇ

一口メモ

・女性 ８５㎝以上
・男性 ９０㎝以上

高血圧 高血糖 脂質代謝異常

この３３項目のうち２項目以上が重なったもの

・収縮期血圧
130mmHg以上
かつ/または

・拡張期血圧
85mmHg 以上

・空腹時血糖
110mg/dl以上

・中性脂肪
150mg/dl以上
かつ/または

・HDL-CL
40mg/dl未満

内蔵脂肪型肥満

腹囲

牛乳・乳製品
【１日の目安量】

牛乳ならコップ１杯（200ml程度）
ヨーグルトなら100g程度

果物
【１日の目安量】

こぶし２つ分（200g程度）

副副菜菜（野菜・海藻・

きのこ・こんにゃく）
【１食の目安量】

小鉢１～２皿

主主菜菜（肉・魚・

卵・大豆、大豆製品）
【1食の目安量】
片手のひら1枚分
肉と魚は手の厚み

（１～２㎝）主主食食
（ごはん・パン・麺類）
【1食の目安量】
ご飯はお茶碗１杯分
（男性200g/女性150g）
食パンは 男性６枚切り１枚半

女性６枚切り１枚

汁物は野菜たっぷりの
具だくさんがおすすめ

1日1回が目安
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池田町ぎふっこ応援宣言　子どもは町の宝！　安心して子どもを産み育てられる環境づくりに全力で取り組みます。

■『ファーストバースデー』
日　時　12月11日（水）　午前10時～11時30分
定　員　７組
　12月で満１歳のお誕生日を迎えるお友達。一緒に
お祝いしましょう。

■『1/2バースデー』 
日　時　12月11日（水）　午後1時30分～3時
定　員　７組
　1/2バースデーのお祝いをします。今月は令和6年
5月生まれのお友達です。

■『おひさま広場』
日　時　12月14日（土）　午前9時30分～11時30分
定　員　�５組

子育て支援センター
温知子育て支援センターかんがるー ■子育て講座『おはなし広場』

日　時　12月２日（月）
　　　　午前10時30分～11時
定　員　�10組
講　師　�お話しの会の方

■利用者支援員による相談を実施します
　子育てをする方の困りごとなどに合わせ
て、子育て支援の情報提供、相談、アドバ
イスを行います。子育てで困っていること
や悩んでいることがあればぜひご利用くだ
さい。妊婦さんも相談できますので、お気
軽にお越しください。
※�日程、会場はカレンダーをご覧ください。
時　間　午前10時～11時30分

池田こども園子育て支援センター「アーシャ」
◆12月３日（火）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～２時
　お絵かきあそび
◆12月６日（金）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～２時
　折り紙あそび
◆12月９日（月）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～２時
　わらべうたあそび
◆12月11日（水）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～２時
　新聞紙あそび
◆12月13日（金）
　午前10時～10時30分
　脳トレピアノキッズ
◆12月17日（火）
　午前10時～10時30分
　ベビーEnglish

◆12月18日（水）
　午前10時20分～11時
　親子ヨガ
◆12月20日（金）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～２時
　１，２月カレンダー作り

・�各プログラムは５組まで。LINEからの予約制です。�
　池田町外の方もご利用いただけます。
　�詳しくはホームページに詳細を掲載しています。
　�プログラムがない日は「自由あそび」として園庭・
支援室ともに開放していますので、ぜひご利用くだ
さい。（自由あそびも予約制です。）
　問い合わせ　☎45・3015　池田こども園

児童館
（温知、池田、八幡、養基）

■にこちゃんクリスマス会
日　時　12月12日（木）
　　　　午前10時30分～
　　　　11時30分
場　所　温知児童館
日　時　12月13日（金）
　　　　午前10時30分～
　　　　11時30分
場　所　池田児童館
対　象　未就園児親子
　※�各児童館まで申し込んでくださ
い。

■わくわくタイム
日　時　12月21日（土）
　　　　午後1時30分～2時50分
内　容　�プラカップのスノードーム

を作ろう。
対　象　申し込みをした小学生

■クリスマスミニコンサート
日　時　12月24日（火）
　　　　午前10時30分～
　　　　11時30分
対　象　未就園児の親子
内　容　�みんなでクリスマスを楽

しもう。
■にこちゃんタイム
対　象　未就園児のお子さん
時　間　午前10時30分～11時
内　容　�木曜日に実施し、楽しい

内容がいっぱいです。予
約はいりませんので気軽
に児童館にお出かけくだ
さい。

■孫育てサロン
日　時　12月４日(水）
　　　�　午前9時30分～
場　所　温知児童館
内　容　�地域のボランティアさん

が遊んでくださいます。

片山子育て支援センターこあら ■令和6年度第4期（1月～3月）かんがるー募集
対　象　�池田町在住の未就園児とその保護者（養基地区

の脛永在住の方も申し込めます）
　　　　いちご（１歳・火曜日・温知子育て支援センター）
　　　　みかん（2，3歳・木曜日・片山子育て支援センター）
定　員　�各７組
申し込み期間　11月25日（月）～12月6日（金）
参加費　300円（3か月）
申し込み　温知子育て支援センターかんがるー
　　　　　※電話での申し込みはできません。

■お知らせ
※�すべての講座は予約制です。申込期限は前日までです
が、定員になり次第締め切ります。
※12月27日（金）午前中は開館していますが午後は閉館
させていただきます。年明け1月6日（月）日から開館し
ます。

◆12月23日（月）
　午前10時～10時30分
　午後１時30分～２時
　お正月製作
◆1２月25日（水）
　午前10時～10時30分
　アーシャカフェ

みどりの森八幡こども園乳幼児園庭
◆12月16日（月）
　午前10時～10時30分
　親子でカレンダーづくり
　対　象　未就園の親子(０～３歳まで)
　定　員　４組（先着順）
　予約方法　�12月13日（金）までに電話予約ま

たは来園時に直接予約
　問い合わせ　八幡こども園　☎45・2578
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池田町ぎふっこ応援宣言　子どもは町の宝！　安心して子どもを産み育てられる環境づくりに全力で取り組みます。



22広報いけだ／2024.12

０５０・５８６５・1561

　冬に火災が発生しやすい理由として【①空気が乾燥
している】、【②暖房器具などの火気を使用する機会が
増える】、というように大きく２つが挙げられます。
　空気が乾燥すると、建物や家
具などに含まれる水分量も少
なくなり、引火しやすくなりま
す。特に風の強い日は、ちょっ
とした火の気でも大きな火災
につながり、被害を広げてしま
うおそれがあります。
　特に冬場はストーブなどの

暖房器具や、コンロを使用する場面も増えます。火を扱
うことが増えれば火災のリスクも高まりますから、火の
取り扱いは十分に注意する必要があります。

要注意！防寒・防火対策！

池田町火災・救急件数
令和６年1０月３1日現在

区　　分
2023年分 2024年分

10月分 累計 10月分 累計
火災件数 ０件 ２件 ０件 ３件

救急
件数

出動
件数 ９２件 ８４２件 ７９件 ８５１件

搬送
人数 ９１人 ８１３人 ７４人 ８２６人

も
し
も
の
火
災
に
備
え
て
!!

一
般
公
募
に
よ
る
救
命
講
習
開
催
の
ご
案
内

宝
く
じ
助
成
で
整
備
し
ま
し
た

～
消
防
団
第
２
・
４
・
５
分
団

　

合
同
機
動
演
習
を
行
い
ま
し
た
～

～
一
家
に
一
人
救
命
者
を
！
～

▲�火点への放水

▲�フローティングストレーナー

▲�消火器の取り扱い訓練

★要注意！防寒・防火対策！★ 

冬に火災が発生しやすい理由として【①空気が乾燥し

ている】、【②暖房器具などの火気を使用する機会が増え

る】、というように大きく２つが挙げられます。 

空気が乾燥すると、建物や家具などに含まれる水分量

も少なくなり、引火しやすくなります。特に風の強い日

は、ちょっとした火の気でも大きな火災につながり、被

害を広げてしまうおそれがあります。 

特に冬場はストーブなどの暖房器具や、コンロを使用

する場面も増えます。火を扱うことが増えれば火災のリ

スクも高まりますから、火の取扱いは十分に注意する必

要があります。 
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消
防
署
に
よ
る
合
同
機
動
演
習

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
あ
ら
か
じ
め
火
点
の
場
所
や
各
隊
の

部
署
位
置
を
伝
え
ず
行
う
完
全
ブ
ラ
イ
ン
ド
式
で

実
施
し
、
よ
り
実
火
災
に
近
い
状
況
で
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
火
災
時
の
応
用
力
を
鍛
え
、
消
防

団
と
消
防
署
が
連
携
し
た
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
場
に
居
合
わ
せ
た
皆
さ
ん
に

よ
る
迅
速
な
１
１
９
番
通
報
と
、

速
や
か
な
応
急
手
当
が
救
命
リ

レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

救
命
講
習
会
に
参
加
し
て
、
心
肺

蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を

マ
ス
タ
ー
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
時

　

令
和
７
年
１
月
19
日（
日
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

実
技
救
命
講
習（
普
通
Ⅰ
）

※�

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容
は
、

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
窒
息
の
手

当
、
止
血
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ

コ
ー
ス
で
す
。

※�
実
技
救
命
講
習
は
、
ｅ-

ラ
ー

ニ
ン
グ
講
習
を
受
講（
大
垣
消

防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受

講
可
能
）
し
て
か
ら
実
技
を
行

　

宝
く
じ
の
普
及
・
広
報
活
動
を
行
う「
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
は
、
宝
く

じ
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
文
化
の

振
興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発
展

を
図
る
た
め
各
種
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン

グ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
10
台
購
入
し
ま
し
た
。

　

購
入
し
た
器
具
は
、
水
害
時
な
ど
の
排

水
活
動
に
使
う
た
め
、
消
防
団
各
班
の
器

具
庫
に
配
備
し
ま
し
た
。

う
時
短
コ
ー
ス
で
す
。

場
所

　

揖
斐
郡
池
田
町

�

八
幡
２
６
７
５
番
地

　

大
垣
消
防
組
合
北
部
消
防
署

募
集
人
員　

30
人
程
度

申
し
込
み

　

12
月
19
日（
木
）
～

�

令
和
７
年
１
月
16
日（
木
）

　

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
に
て
、
北

部
消
防
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
第
三
者
へ
の
個
人
情
報
の
提

供
お
よ
び
開
示
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

大
垣
消
防
組
合　

北
部
消
防
署

　

☎
０
５
８
５
・
45
・
３
７
３
３

　

メ
ー
ル

　
　

�hokubu@
ogaki-syoubou.

or.jp
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自 衛 官 等 募 集 案 内自 衛 官 等 募 集 案 内

※自衛官候補生受験資格の年齢は採用予定月の末日現在です。
※各試験日程は変更される場合があります。変更事項については、自衛官募集ホームページなどでお知らせします。
問い合わせ　自衛隊岐阜地方協力本部 大垣地域事務所　大垣市林町５-18光和ビル２階　☎0584・73・1150

募集種目 受験資格 受付期間 試　験　期　日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の者 年間を通じて行って
おります。

第9回（Web試験）
　12月6日~ 7日のうち1日
第10回（Web試験）
　令和7年1月20日~ 21日のうち1日

自衛隊奨学生
（学資金貸与）

大学、大学院、高専等で理工学、
文学又は法学を専攻し、正規の課
程を終了する年の4月1日現在で
26歳未満の者

（大学院在学者は28歳未満）

12月2日~
令和7年1月31日

選抜試験
　令和7年2月22日（土）
合格発表
　令和7年5月16日（金）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
様

よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

健
康
増
進
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社
様
よ
り
、「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
や
暮
ら
し
の
充
実
に
向
け
た
自

治
体
や
地
域
の
団
体
と
の
協
働
取
り
組

み
の
一
助
と
の
想
い
か
ら
５
０
３
，０
０
０

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
聴
こ
え
」
に
悩
む
方
と
の

電
話
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
サ
ウ
ン
ド

ア
ー
チ
」
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
保
険

年
金
課（
高
齢
福
祉
係
）に
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ご寄付ありがとうございます

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

・
タ
レ
ン
ト
ス
ク
エ
ア
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　

寄
付
金
額　

10
万
円

・
株
式
会
社
ア
ガ
ル
ー
ト
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　

寄
付
金
額　

10
万
円

　

池
田
町
の
地
方
創
生
の
発
展
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
ク
リ
エ
ス
ト
ン
様
よ
り

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

10
月
25
日（
金
）、
株
式
会
社
ク
リ
エ

ス
ト
ン（
本
社
所
在
地　

池
田
町
萩
原

１
２
９
７
番
地
の
６
）様
よ
り
、学
校
教

育
支
援
の
た
め
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
の
教
育
振
興
の
た
め

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲左（株）クリエストン取締役営業部長
　山田一樹様

令
和
７
年
度
西
濃
環
境
整
備
組
合

令
和
７
年
度
西
濃
環
境
整
備
組
合

職
員
募
集
案
内

職
員
募
集
案
内

採
用
年
月　

令
和
７
年
４
月

募
集
職
種　

技
術
職
員（
一
般
行
政
職
）

職
務
内
容　

 

ご
み
焼
却
施
設
の
運
転
・
保
守
・
維

持
管
理
業
務

募
集
人
員　

若
干
名

受
験
資
格　

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
・
短
期
大

学
・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

試
験
期
日
等

⑴ 　

第
１
次
試
験　

教
養
試
験（
１
２
０
分
）・
事

務
適
性
検
査（
10
分
）

　

期
日
：
令
和
７
年
１
月
19
日（
日
）

　

場
所
：
西
濃
環
境
整
備
組
合 

２
階
研
修
室

⑵　

第
２
次
試
験　

口
述
試
験
・
作
文
試
験

　

期
日
：
令
和
７
年
２
月
10
日（
月
）
予
定

　

※
第
１
次
試
験
の
合
格
者
へ
別
途
通
知
し
ま
す

受
付
期
間　

 

12
月
２
日（
月
）か
ら
12
月
20
日（
金
）

ま
で
の
平
日

　

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
の
間

提
出
書
類

⑴
職
員
採
用
試
験
申
込
書（
組
合
指
定
様
式
）　

１
通

⑵
履
歴
書（
組
合
指
定
様
式
）　

１
通

⑶
卒
業（
見
込
）
証
明
書（
コ
ピ
ー
は
不
可
）　

１
通

　

※ 

⑴
お
よ
び
⑵
の
様
式
は
組
合
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

西
濃
環
境
整
備
組
合　

事
務
局　

総
務
課

　

☎
32
・
４
１
５
３

　

〒
５
０
１

－

０
５
３
４

　

揖
斐
郡
大
野
町
下
座
倉
１
３
７
５
番
地
１

　

※
窓
口
に
て
受
付（
郵
送
等
で
の
受
付
は
不
可
）
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県
内
出
身
者
で
令
和
７
年
４
月
に
東
京
近

郊
の
大
学
・
大
学
院
・
専
門
学
校
に
入
学
予

定
の
方
を
対
象
に
入
寮
者
を
募
集
し
ま
す
。

住 

所　

〒
１
９
２

－

０
９
０
４

　

東
京
都
八
王
子
市
子
安
町
２

－

５

－

８

概 

要　

鉄
筋
３
階
建
て　

個
室（
約
７
㎡
、

エ
ア
コ
ン
有
）風
呂（
浴
槽
・
シ
ャ
ワ
ー
24

時
間
使
用
可
）、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
洗

濯
場
は
共
同

食
事
は
、
月
～
土　

朝
・
夕
食
有
り
、
日

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
食

募
集
人
員

　
男
子
15
人
程
度　

女
子
15
人
程
度

入
寮
経
費

　

寮
費　
　

 
６
１
，０
０
０
円（
管
理
費
・
食

費
・
電
気
代
含
）

　

入
寮
金　

１
５
０
，０
０
０
円

　

敷
金　
　

 

７
０
，０
０
０
円

面
接
日
時

① 

12
月
22
日（
日
）

② 

令
和
７
年
１
月
25
日（
土
）

③�

令
和
７
年
３
月
16
日（
日
）

　

各
日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

面
接
場
所

①
・
②
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
・
研
修
室
１　
　

　

岐
阜
市
橋
本
町
１

－

10

－

11

③
岐
阜
県
学
生
会
館
・
会
議
室

　

 

東
京
都
八
王
子
市
子
安
町
２

－

５

－

８

応
募
期
限

　
面
接
希
望
日
を
明
記
の
う
え
、
面
接
日
の

３
日
前
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

ラ
イ
ト
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
願
書

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
館
宛
に
ご
連
絡
く

納税通知用窓あき封筒に広告を掲載しませんか？納税通知用窓あき封筒に広告を掲載しませんか？
封筒作成枚数
１） 30, 500枚作成予定。固定資産税、町県民税、軽自動車税および国民健康保険税の令和７年度納税通知書用
窓あき封筒として１年間使用します。
２） 封筒は年度毎に作成しますが、予備分の約１割を翌年度にも使用します。

広告掲載の位置、規格
１） 封筒の表面に４枠、裏面に２枠の広告を掲載
２） サイズはⒶ、Ⓑ２種類
Ⓐタイプ 表面１枠　単色刷　縦 3.0㎝×横 5.0㎝ 裏面１枠　単色刷　縦 5.5㎝×横 8.0㎝
Ⓑタイプ 表面１枠　単色刷　縦 2.5㎝×横 4.2㎝ 裏面１枠　単色刷　縦 4.6㎝×横 6.7㎝
Ⓐ、Ⓑ合わせて 30,500 枚作成予定

掲載料（税込）　表面１枠12, 100円　　裏面１枠35, 200円
募集期間　12月２日（月）から12月20日（金）まで（必着）
掲載決定・掲載方法　申込書の受付順に各面左から順に掲載します。各枠申込多数の場合は抽選とします。
申し込み・問い合わせ　税務課　収納係　☎45・3111（内線143）

大
雪
時
の
通
行
規
制
に
ご
理
解
と

大
雪
時
の
通
行
規
制
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　

近
年
、
短
時
間
で

の
集
中
的
な
降
雪
が

増
え
、
令
和
６
年
１

月
に
は
西
濃
圏
域
の

高
速
道
路
や
国
道
で

何
台
も
の
車
両
が
立

ち
往
生
し
、
渋
滞
が

発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
渋
滞
に
よ
り

除
雪
作
業
に
支
障
が
出
る
な
ど
し
た
た
め
、

高
速
道
路
や
国
道
が
長
時
間
に
わ
た
り
通
行

止
め
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

道
路
を
利
用
す
る
多
く
の
方
に
影
響
が
お
よ

び
ま
し
た
。

岐
阜
国
道
事
務
所
で
は
、
車
両
の
立
ち
往

生
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
管
理
す
る
国
道
を

早
め
に
通
行
規
制
し
て
、
予
防
的
・
集
中
的

な
除
雪
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に

お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

冬
の
道
を
安
心
・
安
全
・

快
適
に
ド
ラ
イ
ブ
す
る
た

め
の
情
報
「
冬
の
ド
ラ
イ

ブ
な
び
中
部
」
を
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

高
速
道
路
な
ど
の
規
制
情
報
や
気
象
情
報

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省 

岐
阜
国
道
事
務
所

　

☎
０
５
８
・
２
７
１
・
９
８
１
７

▲「冬のドライブなび
中部」サイト

「
公
益
財
団
法
人
濃
飛
会

「
公
益
財
団
法
人
濃
飛
会  

岐
阜
県

岐
阜
県

学
生
会
館
」入
寮
案
内

学
生
会
館
」入
寮
案
内

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

岐
阜
県
学
生
会
館
事
務
局

　

仙
田
・
三
宅

　

☎
０
４
２
・
６
４
６
・
６
５
６
１

　

近
年
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
変
化
の
中

で
、
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
な
状
況
に
置
か

れ
た
子
ど
も
や
、
好
ま
し
く
な
い
家
庭
環
境

に
お
か
れ
て
い
る
子
ど
も
達
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
達
に
温
か
い
健
全

な
家
庭
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
子
ど

も
を
家
庭
で
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
る
里
親
さ

ん
が
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
里

親
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

好
ま
し
く
な
い
家
庭
環
境
に
置
か
れ
、
保
護

者
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
子
ど
も
を
、
ご
自
身
の
家
庭
で
育
て
て
く

だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
里
親
制
度
と
は
…

　

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
の
養
育
が
困

難
ま
た
は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
な
ど

に
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
も
っ
た
家
庭

環
境
の
下
で
の
養
育
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

日
時　

12
月
11
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
ま
で

　
　
　
（
１
世
帯
30
分
程
度
）

場
所　

池
田
町
役
場

問
い
合
わ
せ
・
主
催

　

西
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
８
４
・
78
・
４
８
３
８

里
親
を
知
る
会（
個
別
相
談
会
）

里
親
を
知
る
会（
個
別
相
談
会
）

の
ご
案
内

の
ご
案
内

▲県学生会館
　ウェブサイト
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先月号のあとがきの答えは、『A』で
した。Aがプリンを食べた＝嘘をつい
ていると仮定すると、BとCの証言は
矛盾しないですね。
今月号の表紙は、「みの池田ふるさと

祭」です。お祭り当日は、前日の雨が
杞憂だというばかりの秋晴れの空。お
客様が次々と来場し、各ゾーンのブー
スで楽しんでいる姿に、無事開催でき
たことを嬉しく思いました。それでは、
今月のあとがき謎解きです。

問題　？を上から読んでみましょう。
　　　　　　春に咲く樹木→？□□←高低差
優れた方に変化すること→□？□←見張ること
　　　　周囲より高い場所→？□□←仲間

池田町 まちづくり工房 霞
か

渓
けい

舎
しゃ

　池田町池野259番地の１
電話／FAX　45-0870　kakeisha@ikedanet.jp

池田町では、財源確保の一環として広告を掲載しています。
広告内容について当町が推奨などをするものではありません。

広告

霞渓舎文化展＆
イルミネーション点灯式の案内
12月１日（日）、午前10時から「霞渓舎文化

展」を開催。霞渓舎で活動している方々の作品が
展示されます。午後６時からはイルミネーション

点灯式を開催します。多くの方のご来場をお待ちしています。
12月１日（日）は１日霞渓舎でお楽しみください。

点灯期間　12月１日（日）～１月31日（金）

　

正
解
者
の
中
か
ら
３
名
様
に
図
書

カ
ー
ド
（
５
０
０
円
分
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
応
募
締
切
は
広
報
発
行
月
の

月
末
ま
で
。（
月
末
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
回
答
フ
ォ
ー
ム

■
ハ
ガ
キ
の
書
き
方

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
・
イ
ラ
ス
ト
・

身
近
な
話
題
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。

池
田
町
六
之
井
一
四
六
八
番
地
の
一

　

飛
鳥
時
代
に
起
き
た
古
代
史
最
大

の
内
乱
は
、
大
海
人
皇
子
と
大
友
皇

子
に
よ
る
皇
位
継
承
を
発
端
と
し
た

戦
い
で
す
。
こ
の
戦
い
で
大
海
人
皇
子
の
勝
利

に
貢
献
し
た
と
い
う
湯
沐
邑
の
中
心
が
現
在
の

池
田
町
一
帯
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
池
田
町
に

関
連
す
る
内
乱
は
、次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
。

⑴  

壬
申
の
乱

⑵ 

承
久
の
乱

⑶ 

応
仁
の
乱

（
ヒ
ン
ト
：
６
ペ
ー
ジ
）

▶
回
答
フ
ォ
ー
ム

広告

今月の予定
コストコ分け合い
12月１日（日）
午前11時～午後３時
レールカフェ
12月11日（水）
午前10時～11時30分
夜間介護相談
12月13日（金）
午後６時～８時

岐 阜 県 最 低 賃 金

時間額 1,001 円 　令和6年１０月１日から
岐阜県最低賃金は、年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、県内で働くすべての労働者に適用されます。

ただし、下欄に掲げる産業に従事する労働者（一部適用除外あり）は、該当する特定（産業別）最低賃金も適用されます。
使用者も、労働者も、１時間あたりの賃金額が最低賃金額以上となっているかどうか、必ず確認しましょう。

【問い合わせ】   岐阜労働局賃金室（☎058- 245- 8104）またはお近くの労働基準監督署までお尋ねください。
岐阜県の特定（産業別）最低賃金

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 時間額 965円 左記産業の適用を受ける場合は、令和6年10月1日以降、この

金額を上回る「岐阜県最低賃金(1,001円)」が適用されます。
自動車・同附属品製造業 時間額 1,057円

令和６年12月21日から
航空機・同附属品製造業 時間額 1,049円

最低賃金改正のお知らせ



前回使用した
イラスト

1歳に

なりました

総人口
男
女

世帯数
出生6人 /死亡 25人 /転入 51人 /転出 47人

22,485 人　
11,092 人　
11,393 人　
8,728 世帯

（－ 15）
（± 0）
（－ 15）
（＋ 3）

毎週水曜日は午後7時まで一部窓口業務を延長してい
ます。町税の納付など、お気軽にご利用ください。

延長窓口サービス

固定資産税　　　  　　 　　　第4期
国民健康保険税　　　   　　　第8期
公共下水道使用料 　　  　　　12月分
農集施設使用料　 　　  　　　12月分
後期高齢者医療保険料　　　　12月分
上水道料金　北・南部エリア　12月分

今月の納期限　12月25日（水）

池田町は口座振替を推奨しています　 池田町は口座振替を推奨しています

池田町は口座振替を推奨しています　 池田町は口座振替を推奨しています

人のうごき 令和6年11月1日現在
（　 ）先月比

【沓　井】

 

石川　晃成
久保田美咲【杉　野】

林　　広太
杉岡　由梨

幾久しくお幸せに

LINE @gifu-ikedaいけだ情報アプリ X（旧Twitter） @Gifu_ikeda YouTube 池田町公式チャンネル

iPhone Android

1歳になる1月生まれの
お子様を募集します

申し込みは
コチラ

12月15日㊐
締め切り

みんなの広場
写真角丸1mm

〈発行日〉
〈発　行〉
〈編　集〉

令和6年12月1日
岐阜県池田町
企画課

〒503-2492  岐阜県池田町六之井1468番地の1
☎ 0585-45-3111  FAX 0585-45-8314
　 yakuba@town.gifu-ikeda.lg.jp　 https://www.town.gifu-ikeda.lg.jp

池田町
公式マスコット
キャラクター
ちゃちゃまる

戸籍の窓 10月受付分

佐藤　彩心 /勇作・真由 【下東野】
 
吉田　茉央 /卓矢・莉奈 【市　橋】

岩田　　灯 /梅津良・恵実【萩　原】

あ   こさ とう

よし だ

中山　大成 /浩太郎・つかさ 【市　橋】
 
池井戸零央 /優・吏咲 【下八幡】

たいせいなかやま

ま   お

いわ た ともり

れ   おいけ い   ど

お誕生おめでとう

松下　富男 / 79 歳 【般若畑】
 
竹中　照美 / 68 歳 【白　鳥】
野原八　子 / 87 歳 【山　洞】
竹中　富子 / 83 歳 【上八幡】
河村　文男 / 90 歳 【北池野】

松岡　榮一 / 76 歳 【下田畑】
 
遠藤　　清 / 75 歳 【本郷町瀬古】

勝野　長子 / 98 歳 【下八幡】
髙橋　通治 / 84 歳 【六之井】

おくやみもうしあげます

河瀬 遥花さん
すみ      か

12月13日生まれ

北池野

小寺 佑和さん
ゆ         わ

12月12日生まれ

萩原

中野 佑謙さん
ゆう  けん

12月13日生まれ

北池野

公共下水道使用料 11月分
農集施設使用料　 11月分

電子書籍
QRコードは株式会社

デンソーウェーブの

登録商標です。

広
報
い
け
だ

第
770号

池
田
町
は
地
球
に
や
さ
し
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

㊐第47回みの池田ふるさと祭 池田町役場・中央公民館駐
車場一

帯・２
～3ペ

ージ参
照

11月3日㊐第47回みの池田ふるさと祭（池田町役場・中央公民館駐
車場一

帯・２
～3ペ

ージ参
照）

㊏

□□□
□□

12月0日㊏
□□

□□
□（□

□□□
□）

あなたの  心と町  を結ぶ

いけだ広報 12 770
令和6年 
2024年

no.

池田町防災
メール配信

防災行政無線

テレホンサービス

45-8590
放送を聞き逃された場合にこの電話番号に
かけると、その内容を聞くことができます。

私たちの町の大切な情報です。保存しておいてください。

乗って残そう養老鉄道！

竹中 誉 新町長就任
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